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春秋戦国時代の青銅器生産春秋戦国時代の青銅器生産

　

　 本 論 文 は 、 春 秋 戦 国 時 代 の 青 銅 器 生 産 の 実 態 を 明 ら か に し 、 殷 周 時 代

か ら 秦 漢 時 代 ま で の 中 国 史 上 に 位 置 づ け る こ と を 目 的 と す る 。

　 春 秋 戦 国 時 代 と は 、周 王 朝 の 本 拠 地 が 洛 陽 に 遷 っ た 紀 元 前 770 年 か ら 、

秦 が 中 国 を 統 一 す る 前 221 年 ま で を 指 す 。 こ の 間 、 周 王 室 に 代 わ っ て 斉

や 晋 な ど の 諸 侯 国 が 覇 権 を 握 り 、 有 力 諸 侯 が 小 国 を 併 合 し な が ら 領 域 を

拡 大 し て い っ た 結 果 、 戦 国 時 代 に は 韓 ・ 魏 ・ 趙 の 三 晋 と 斉 ・ 燕 ・ 楚 ・ 秦

が 覇 を 競 い 、 や が て 秦 が 天 下 を 統 一 す る 。 こ の 時 代 に は 、 青 銅 器 は す で

に 長 い 歴 史 の な か で 発 展 を 遂 げ 、 殷 ・ 西 周 時 代 の 王 権 下 で の 職 業 氏 族 に

よ る 青 銅 器 生 産 体 制 が 解 体 さ れ 、 諸 侯 国 単 位 で 生 産 さ れ る よ う に な り 、

鋳 造 工 芸 と し て の 水 準 よ り も 生 産 速 度 が 求 め ら れ る よ う に な っ て い た 。

そ の た め 、 従 来 の 春 秋 戦 国 時 代 の 青 銅 器 研 究 は 、 生 産 速 度 向 上 の た め に

生 み 出 さ れ た 新 興 技 術 解 明 に 偏 重 し た 研 究 と 、 諸 侯 国 単 位 や 地 域 単 位 で

の 研 究 が 基 本 で あ っ た 。 ま た 、 中 国 古 代 の 青 銅 器 研 究 で は 、 主 に 殷 ・ 西

周 時 代 の 青 銅 礼 器 を 資 料 と し た 研 究 と 秦 漢 時 代 の 鏡 や 貨 幣 を 資 料 と し た

研 究 が 行 わ れ て き た が 、 青 銅 礼 器 生 産 の 衰 退 と 鏡 ・ 貨 幣 生 産 の 盛 行 と の

係 わ り に つ い て は 詳 し く 論 じ ら れ て こ な か っ た 。

　 以 上 の 問 題 意 識 に 基 づ き 、 本 論 文 で は 殷 周 時 代 の 青 銅 器 製 作 技 術 か ら

戦 国 時 代 の 鏡 制 作 技 術 へ の 流 れ を 確 認 し た う え で 、 春 秋 戦 国 時 代 の 諸 侯

国 に お け る 青 銅 器 生 産 の 実 態 、 お よ び 鏡・貨 幣 生 産 の 実 態 を 明 ら か に し 、

そ れ ら の 生 産 体 制 が 秦 漢 時 代 の 手 工 業 に 与 え る 影 響 に つ い て 考 察 し た 。

　 序 章 で は 、 本 論 文 の 前 提 と な る 春 秋 戦 国 時 代 の 青 銅 器 編 年 に つ い て 、

林 巳 奈 夫 ・ 高 明 ・ 劉 彬 徽 の 三 者 に よ る 代 表 的 な 編 年 を 比 較 し 、 春 秋 ・ 戦

国 時 代 を そ れ ぞ れ 前 ・ 中 ・ 後 の 三 期 と す る 時 期 区 分 を 整 理 し た う え で 、

形 成 期 ・ 発 展 段 階 ・ 過 渡 段 階 ・ 新 興 段 階 と い う 殷 周 青 銅 器 製 作 技 術 史 上

の 区 分 と 対 応 さ せ 、 製 作 技 術 の 変 遷 を 概 説 し た 。 そ の う え で 、 製 作 技 術

史 を 中 国 史 に 結 び つ け る た め に 不 可 欠 な 「 生 産 」・「 製 作 」・「 工 人 」・「 工
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房 」 な ど の 用 語 を 定 義 し 、 青 銅 器 製 品 や 生 産 遺 跡 ・ 遺 物 を 対 象 と す る 考

古 学 的 な 研 究 と 文 献 や 銘 文 に 記 さ れ る 青 銅 器 生 産 の 組 織 や 制 度 と を 摺 り

合 わ せ 、「 青 銅 器 生 産 体 制 」 の 具 体 像 を 明 ら か に す る こ と の 必 要 性 を 主

張 し た 。

　 第 １ 章 で は 、 春 秋 戦 国 時 代 の 青 銅 器 製 作 技 術 と 生 産 体 制 の 推 移 を 明 快

に す る た め に 、 春 秋 時 代 の 鼎 、 戦 国 前 期 の 編 鐘 、 戦 国 中 後 期 の 鏡 の 調 査

研 究 の 成 果 を 整 理 し た 。 第 １ 節 で は 、 春 秋 時 代 の 鼎 の 典 型 で あ る 附 耳 有

蓋 鼎 の 代 表 と し て 、 湖 北 省 博 物 館 が 収 蔵 す る 「 随 仲 嬭 加 鼎 」 の 観 察 ・ 実

測 成 果 を 示 し た 。 こ の 鼎 は 、 耳 に は 一 鋳 技 術 、 三 足 に は 分 鋳 技 術 が 採 用

さ れ 、 紋 様 は 原 型 に 直 接 陰 刻 す る 方 法 （ 原 型 施 紋 法 ） が 採 用 さ れ る 技 術

史 上 過 渡 的 な 資 料 で あ り 、 器 形 ・ 紋 様 の 特 徴 に よ っ て 春 秋 中 期 後 半 か ら

後 期 前 半 に 位 置 づ け た 。 ま た 、楚 王 が 随 に 嫁 ぐ 娘 の た め に 製 作 し た 鼎 （ 媵

器 ） で あ る と 銘 文 に 記 さ れ る こ と か ら 、 当 時 の 楚 と 附 庸 国 で あ る 随 （ 曾 ）

と の 政 治 的 な 関 係 を 証 明 す る の み な ら ず 、 随 （ 曾 ） で の 附 耳 有 蓋 鼎 製 作

の 契 機 と し て も 重 要 な 役 割 を 果 た し た 可 能 性 を 指 摘 し た 。

　 第 ２ 節 で は 、 泉 屋 博 古 館 が 収 蔵 す る 伝 河 南 省 洛 陽 金 村 出 土 の 　 氏 編 鐘

を 高 精 細 画 像 に よ っ て 分 析 し 、 戦 国 前 期 に お け る セ ッ ト 器 の 製 作 技 術 と

施 紋 法 の 解 明 を 目 指 し た 。 紋 様 が 施 さ れ た 舞 ・ 篆 間 ・ 鼓 ・ 隧 の 各 部 の 詳

細 な 観 察 に よ っ て 、　 氏 編 鐘 は 器 ご と で は な く 同 一 個 体 で あ っ て も 部 位

ご と に 原 型 の 製 作 者 が 異 な り 、 印 型 を 用 い て 施 紋 し た 部 分 原 型 を 組 み 合

わ せ て 全 体 の 原 型 ・ 鋳 型 を 製 作 し た こ と を 明 ら か と し た 。 ま た 、 そ れ に

よ っ て 原 型 製 作 を 担 当 す る 複 数 の 工 人 と 、 彼 ら を と り ま と め て 全 体 設 計

を 担 う 製 造 責 任 者 の 存 在 を 推 定 し た 。

　 第 ３ 節 で は 、 日 本 国 内 に 収 蔵 さ れ る 戦 国 鏡 コ レ ク シ ョ ン の 観 察 に よ っ

て 、 印 型 ・ 原 型 ・ 鋳 型 を 用 い た 地 紋 鏡 の 段 階 的 な 制 作 方 法 を 推 定 し た 。

ま た 、 地 紋 単 位 や 笵 傷 の 観 察 に よ っ て 、 同 一 の 原 型 か ら 起 こ し た 鋳 型 に

よ っ て つ く ら れ た 「 同 型 鏡 」 と 、 同 一 の 印 型 に よ っ て 地 紋 や 主 紋 が 施 さ

れ た 「 同 印 鏡 」 を 見 出 し 、 戦 国 時 代 の 鏡 生 産 工 房 に お け る 鏡 の 制 作 工 程

を 具 体 化 し た 。

　 以 上 、 第 １ 章 で は 、 技 術 論 と し て 春 秋 中 期 か ら 戦 国 前 期 に か け て の 青



- 3 -

銅 器 ・ 鏡 の 製 （ 制 ） 作 方 法 を 推 定 す る と と も に 、 原 型 施 紋 法 か ら 印 型 施

紋 法 へ の 施 紋 技 法 の 変 遷 を 示 し た 。 そ れ は 、 単 な る 技 術 史 上 の 変 化 で は

な く 、青 銅 器 を 保 持・使 用 す る 階 層 が 拡 大 し た こ と で 、編 鐘 の よ う な セ ッ

ト 器 や 鏡 の よ う な 流 通 品 の 大 量 生 産 が 求 め ら れ た 結 果 で あ る 。

　 第 ２ 章 で は 、 文 献 や 青 銅 器 銘 文 に 見 ら れ る 青 銅 器 工 人 や 生 産 組 織 に 関

す る 記 述 と 、 青 銅 器 製 品 や 生 産 遺 跡 ・ 遺 物 か ら 明 ら か に さ れ る 青 銅 器 生

産 の 実 態 と を 対 照 し 、 春 秋 戦 国 時 代 に お け る 青 銅 器 生 産 体 制 の 実 態 解 明

を 目 指 し た 。 西 周 時 代 に 王 権 下 で 組 織 化 さ れ た 殷 代 以 来 の 職 業 氏 族 と 奴

隷 身 分 の 工 人 に よ る 青 銅 器 生 産 体 制 は 、 春 秋 時 代 に な る と 王 権 の 衰 退 と

と も に 解 体 さ れ 、 諸 侯 国 の 官 僚 組 織 に 組 み 込 ま れ る 。 そ し て 、 戦 国 時 代

に は 三 晋 諸 国 の 武 器 生 産 に お け る 令 ／ 相 邦 ― 各 庫 工 師 （ 庫 嗇 夫 ） ― 冶 ／

冶 尹 、 容 器 生 産 に お け る 府 嗇 夫 ／ 視 事 ― 冶 、 あ る い は 秦 の 容 器 生 産 に お

け る 工 師 ／ 寺 工 ― （ 丞 ） ― 工 （ ／ 廩 ） の よ う に 、 製 造 監 督 者 ― 製 造 責 任

者 ― 製 造 者 と い う 組 織 で 青 銅 器 生 産 が 行 わ れ た こ と が 青 銅 器 銘 文 か ら 明

ら か に さ れ て い る 。

　 こ れ に 対 し 、 筆 者 は 山 西 省 の 侯 馬 鋳 銅 遺 跡 か ら 出 土 し た 鋳 型 ・ 原 型 を

紋 様 の 部 位 表 現 と 体 躯 構 造 に よ っ て 再 分 類 し 、 工 房 址 や 貯 蔵 穴 か ら の 一

括 出 土 遺 物 中 に 複 数 系 統 が 混 在 す る こ と か ら 、 ひ と つ の 工 房 に お け る 複

数 系 統 の 青 銅 器 の 生 産 、 お よ び 複 数 系 統 の 工 人 を と り ま と め る 製 造 責 任

者 の 存 在 を 指 摘 し た 。 そ し て 、 侯 馬 鋳 型 ・ 原 型 と 三 晋 地 域 内 外 出 土 の 青

銅 器 紋 様 と の 比 較 検 討 に よ っ て 、「 侯 馬 産 青 銅 器 」 に は 淮 河 流 域 諸 国 や

山 東 諸 国 ・ 鄭 国 な ど の 工 人 が 係 わ っ た 多 重 線 構 成 の 紋 様 と 、 侯 馬 オ リ ジ

ナ ル の 雲 雷 充 填 表 現 の 紋 様 の 二 系 統 が 共 存 す る こ と を 明 ら か に し た 。 春

秋 中 期 か ら 戦 国 前 期 頃 の 侯 馬 で は 、 複 数 系 統 の 工 人 を 集 め 、 府 嗇 夫 や 工

師 に 相 当 す る 製 造 責 任 者 を 置 い て 工 房 を 組 織 化 し 、 三 晋 地 域 内 外 の 需 要

に 応 え る た め の 多 様 な 青 銅 器 生 産 を 行 っ た 。 そ し て 、 そ の 過 程 で 起 き た

青 銅 器 鋳 造 工 房 と 鋳 型 ・ 原 型 の 製 作 工 房 と の 分 化 、 お よ び 工 人 の 本 拠 地

を 離 れ た 生 産 活 動 が 、以 後 の 手 工 業 に 大 き く 影 響 す る と 見 通 し を 示 し た 。

　 第 ３ 章 で は 、 諸 侯 国 下 で の 青 銅 器 生 産 の 具 体 像 と 、 生 産 さ れ た 青 銅 器

の 流 通 背 景 の 解 明 を 目 的 に 、 春 秋 時 代 か ら 戦 国 時 代 に か け て の 様 相 を つ



- 4 -

か み や す い 曾 国 青 銅 器 の 分 析 を 行 っ た 。 歴 史 文 献 に 記 載 の な い 曾 国 は 、

か つ て は 「 曾 ＝ 随 」 と い う 前 提 で 研 究 が 進 め ら れ た が 、 発 掘 事 例 の 増 加

に と も な い 、 現 在 で は 銘 文 中 に あ ら わ れ る 一 国 と し て 考 古 学 的 に 検 討 さ

れ て い る 。 た だ し 、 曾 国 の 範 囲 と さ れ る 随 棗 地 区 か ら 出 土 す る 青 銅 器 の

す べ て が 「 曾 」 銘 を も っ て い る わ け で は な い た め 、 銘 文 以 外 の 定 義 が 必

要 で あ る 。 そ こ で 本 章 で は 、 随 棗 地 区 出 土 青 銅 器 の 型 式 分 類 に よ り 在 地

の 青 銅 器 と 外 来 の 青 銅 器 と を 区 別 し 、 紋 様 表 現 と 銘 文 と の 対 応 関 係 を 確

か め る こ と で 曾 国 の 青 銅 器 製 作 工 人 群 を 抽 出 し た 。 そ れ は 、 多 重 線 構 成

の 螭 紋・蟠 螭 紋・蟠 虺 紋 を 採 用 し 、 随 州 義 地 崗 を 中 心 に 活 動 し た 一 群 （ 工

人 群 Y） と 、 輪 郭 線 表 現 や 列 点 充 填 表 現 の 螭 紋 ・ 蟠 螭 紋 を 採 用 し 、 随 州

擂 鼓 墩 を 中 心 に 活 動 し た 一 群 （ 工 人 群 L） で あ る 。 前 者 は 淮 河 流 域 に 由

来 す る 伝 統 的 な 工 人 群 で 、 春 秋 後 期 に は 曾 国 内 だ け で な く 楚 ・ 蔡 ・ 呉 な

ど に 、 お そ ら く は 婚 姻 を 背 景 と し て 製 品 を 流 通 し た 。 後 者 は も と も と 淅

川 な ど 楚 の 領 域 で 活 躍 し た 工 人 群 で 、 戦 国 時 代 に な っ て か ら 活 動 範 囲 を

随 棗 地 区 に ま で 広 げ た と 考 え た 。 随 棗 地 区 と い う 一 地 域 に 限 定 し た 研 究

で は あ る が 、 こ れ ま で 「 楚 系 青 銅 器 」 と 括 ら れ て き た 漢 淮 間 地 域 の 青 銅

器 を 製 作 地 や 製 作 者 レ ヴ ェ ル で 議 論 す る こ と を 可 能 と し た 点 で 、 本 章 は

今 後 の 春 秋 戦 国 青 銅 器 研 究 の モ デ ル と な る だ ろ う 。

　 第 ４ 章 ・ 第 ５ 章 で は 、 戦 国 時 代 に 生 産 が 盛 ん に な る 鏡 を 対 象 と し た 研

究 を 行 っ た 。 な か で も 、 第 ４ 章 で は 戦 国 中 期 か ら 後 期 に か け て 主 に 楚 の

領 域 で 生 産 さ れ た 羽 状 地 紋 鏡 群 に つ い て 、第 １ 章 第 3 節 で も 定 義 し た「 同

型 鏡 」・「 同 印 鏡 」 の 同 一 の 工 房 に お い て 一 連 の 制 作 工 程 の な か で つ く ら

れ た 性 質 を 利 用 し 、 制 作 年 代 や 流 通 範 囲 を 検 討 し た 。 羽 状 地 紋 鏡 群 の な

か で も 葉 紋 を 主 紋 と す る 一 群 （ 葉 紋 鏡 ） に つ い て は 、 制 作 に 用 い た 印 型

の 違 い に 基 づ い て A ～ D の ４ つ の 同 印 鏡 群 に 分 類 し 、 周 縁 の 断 面 形 と

地 紋 単 位 の 方 向 の 区 別 に よ っ て 前 後 関 係 を 推 定 し た 。 そ の う え で 、 同 印

鏡 A ・ B 群 に は 前 278 年 に 秦 将 白 起 の 侵 攻 （ 跋 郢 ） に よ っ て 陥 落 す る 楚

の 郢 都 江 陵 （ 荊 州 ） か ら 出 土 し た 鏡 が 含 ま れ 、 同 印 鏡 C ・ D 群 に は 含 ま

れ な い こ と 、 さ ら に 前 者 の 分 布 が 江 陵 を 中 心 と す る の に 対 し 、 後 者 は 長

江 流 域 の 長 沙 ・ 鄂 州 か ら 前 241 年 以 降 の 楚 都 寿 春 の 付 近 に ま で 分 布 が 広
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が る こ と か ら 、 前 者 は 跋 郢 以 前 の 戦 国 中 期 後 半 、 後 者 は 戦 国 後 期 に 制 作

さ れ た と 指 摘 し た 。

　 ま た 、 長 江 流 域 で 盛 ん に 生 産 さ れ る 羽 状 紋 地 山 字 紋 鏡 の う ち 、 四 山 字

八 弁 四 花 葉 紋 鏡 （ 山 字 紋 鏡 Ⅷ 式 ） に 多 数 の 同 型 鏡 を 見 出 し 、 鏡 体 の 収 縮

と 笵 傷 の 増 加 や 進 行 を 手 が か り と し て 制 作 順 序 や 制 作 地 の 違 い を 推 測 し

た 。 そ し て 最 後 に 、 葉 紋 鏡 と 山 字 紋 鏡 に つ い て の 分 析 を 総 合 し 、 羽 状 地

紋 鏡 群 全 体 に 関 す る 見 解 と し て 、 戦 国 中 期 後 半 に は 江 陵 と 長 沙 の ２ ヵ 所

に 鏡 生 産 工 房 が あ っ た が 、 跋 郢 を 契 機 と し て 江 陵 の 工 房 も 長 沙 に 移 り 、

や が て 前 241 年 の 寿 春 遷 都 を 背 景 と し て 、 鏡 生 産 工 房 も 寿 春 周 辺 に 移 る

と い う 変 遷 観 を 示 し た 。 た だ し 、 寿 春 遷 都 後 に は 長 沙 で も 葉 紋 鏡 を 主 と

す る 鏡 生 産 が 再 開 さ れ 、 戦 国 末 に は 雷 地 紋 鏡 群 が 生 産 さ れ る に 至 り 、 秦

漢 時 代 の 鏡 生 産 の 布 石 と な っ た と も 指 摘 し た 。

　 第 ５ 章 で は 、 主 に 楚 の 領 域 で つ く ら れ た 「 華 南 の 鏡 」 ＝ 羽 状 地 紋 鏡 群

に 対 し 、「 華 北 の 鏡 」 と 言 わ れ て き た 細 地 紋 鏡 群 を 対 象 に 、 同 型 鏡 ・ 同

印 鏡 の 分 布 と 出 土 墓 の 年 代 を 検 証 し た 。 そ の 結 果 、 細 地 紋 鏡 は も と も と

中 原 地 域 で 生 産 さ れ た が 、 前 250 年 頃 以 降 、 す な わ ち 戦 国 後 期 の 後 半 以

降 に は 秦 の 領 域 で 生 産 さ れ 、 占 領 下 の 旧 楚 領 に 流 通 し た こ と を 明 ら か と

し た 。 ま た 、 細 地 紋 鏡 と 共 通 す る 地 紋 を も つ 蟠 螭 紋 鏡 に も 分 析 を 広 げ 、

戦 国 末 に 一 部 の 細 地 紋 鏡 制 作 工 人 が 羽 状 地 紋 鏡 群 の 制 作 工 人 と 接 触 し た

こ と で 細 紋 地 蟠 螭 紋 鏡 が 生 み 出 さ れ 、 さ ら に 雷 地 紋 鏡 群 と の 融 合 に よ っ

て 雷 紋 地 蟠 螭 紋 鏡 が 創 出 さ れ た と 指 摘 し た 。 一 方 で 、 戦 国 後 期 の 秦 で は

無 紋 鏡 や 弦 紋 鏡 を 生 産 し て お り 、 細 地 紋 鏡 は 秦 の 本 拠 地 で あ る 関 中 地 区

に は 流 通 し な い こ と や 、 蟠 螭 紋 鏡 の 出 現 以 降 も 細 地 紋 鏡 が 中 原 地 域 や 江

漢 地 区 で は 根 強 く つ く り 続 け ら れ 、 漢 代 の 葉 紋 鏡 成 立 に 影 響 を 与 え た こ

と も 指 摘 し た 。 本 章 の 分 析 に よ っ て 、 秦 に よ る 中 国 統 一 前 後 の 鏡 の 生 産

動 向 に つ い て の 認 識 は 、 大 き く 改 め ら れ た で あ ろ う 。

　 第 ６ 章 で は 、 細 地 紋 鏡 と 並 び 秦 文 化 を 象 徴 す る 半 両 銭 を 対 象 に 、 出 土

墓 の 年 代 に よ る 鋳 行 年 代 の 検 証 、 魏 の 円 銭 が 半 両 銭 成 立 に 与 え た 影 響 の

検 証 、 さ ら に 戦 国 各 国 の 重 量 体 系 の 再 検 証 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 秦 は 戦

国 中 期 後 半 に 魏 の 貨 幣 制 度 の 影 響 を 受 け て 円 銭 の 製 造 を 開 始 し 、 そ の 後
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も 魏 の 国 力 を 取 り こ み な が ら 貨 幣 制 度 を 整 え て い っ た こ と 、 戦 国 後 期 の

秦 の 東 方 侵 出 以 降 、 魏 ・ 趙 ・ 斉 な ど の 各 国 で は 秦 の 重 量 制 度 に 合 わ せ る

形 で の 重 量 体 系 の 変 革 が 起 こ り 、 貨 幣 統 一 へ の 動 き を 見 せ る こ と を 明 ら

か と し た 。 ま た 、 戦 国 後 期 以 降 の 秦 墓 に お け る 鏡 と 半 両 銭 と の 共 伴 に 注

目 し 、 年 代 を 相 互 検 証 す る と と も に 、 政 治 な い し 経 済 に 直 接 的 な 影 響 を

与 え る 貨 幣 と 経 済 政 策 の 媒 介 と は な り 得 な い 鏡 と で 、 流 通 事 情 に 大 き な

違 い が あ る と 指 摘 し た 。

　 最 後 に 結 論 と し て 、 以 上 の 検 討 結 果 を 総 合 し 、 春 秋 戦 国 時 代 か ら 秦 漢

時 代 に か け て の 青 銅 器 生 産 の 展 開 を 、 生 産 体 制 の 変 遷 と い う 観 点 か ら 整

理 し た 。 春 秋 時 代 前 期 の 過 渡 段 階 に は 、 西 周 王 室 工 房 生 産 の 青 銅 器 の 伝

統 を 継 承 し た 淮 河 流 域 諸 国 で 螭 紋 ・ 蟠 螭 紋 の 出 現 に 象 徴 さ れ る 春 秋 式 青

銅 器 の 生 産 が 始 ま っ た と 考 え た が 、 当 該 時 期 の 生 産 遺 跡 は 未 発 見 で 、 青

銅 器 の 出 土 数 も 少 な い た め 、 生 産 体 制 の 解 明 に は 課 題 を 残 し た 。 春 秋 中

期 か ら 戦 国 前 期 の 新 興 段 階 に は 、 晋 の 新 田 遷 都 に と も な い 侯 馬 鋳 銅 工 房

が 稼 働 し は じ め 、 製 造 責 任 者 と 複 数 の 工 人 か ら 組 織 さ れ た 工 房 に よ っ

て 、 晋 の 支 配 者 層 の 政 治 的 意 図 に 基 づ き 青 銅 器 を 国 内 外 へ と 供 給 す る た

め の 青 銅 器 生 産 が 行 わ れ た 。 そ こ で は 、 青 銅 器 の 量 産 を 可 能 と す る た め

に 、 青 銅 器 の 鋳 造 工 房 と 鋳 型 ・ 原 型 の 製 作 工 房 と が 分 化 し 、 鋳 造 に 直 接

関 与 し な い 複 数 の 工 人 が 原 型 や 鋳 型 を 製 作 し た こ と に よ り 、 そ れ を 組 み

合 わ せ る 必 要 性 か ら 分 鋳 技 術 や 溶 接 技 術 が 普 遍 化 し た 。

　 戦 国 中 期 か ら 後 期 に か け て は 、 青 銅 礼 器 か ら 日 用 品 で あ る 鏡 や 貨 幣 へ

の 転 換 段 階 と 評 価 し た 。 春 秋 末 頃 の 侯 馬 で 使 用 が 始 ま り 、 戦 国 前 期 に は

編 鐘 の 製 作 に 応 用 さ れ た 印 型 施 紋 法 が 華 中 地 域 の 青 銅 器 生 産 に も 広 が

り 、 戦 国 中 期 に は 鏡 の 生 産 に 応 用 さ れ た 。 こ の 段 階 に は 、 青 銅 礼 器 か ら

鏡 や 貨 幣 へ の 技 術 史 上 の 転 換 が 起 こ る だ け で な く 、 諸 侯 国 の 支 配 者 層 管

理 下 で の 青 銅 器 生 産 か ら 大 商 人 を パ ト ロ ン と す る 民 間 工 房 で の 青 銅 製 品

生 産 へ と 変 質 し た 。 そ れ は 、 新 興 段 階 の 青 銅 器 製 作 技 術 や 生 産 組 織 を 継

承 し つ つ も 、 生 産 原 理 が 変 質 し た こ と を 意 味 す る 。

　 秦 漢 時 代 に は 、 青 銅 器 や 貨 幣 な ど の 官 営 手 工 業 が 厳 格 に 管 理 さ れ た 。

そ こ で は 、 戦 国 時 代 以 来 の 生 産 組 織 や 工 房 の 専 門 化 が 継 承 さ れ る が 、 そ
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れ は 製 品 の 管 理 と 規 格 化 を 目 的 と し た も の で あ り 、 殷 周 時 代 の 高 度 な 青

銅 器 製 作 技 術 が 求 め ら れ た わ け で は な か っ た 。 殷 代 以 来 の 鋳 型 づ く り の

高 度 な 技 術 は 、 む し ろ 民 間 で の 鏡 生 産 や 宮 殿 ・ 陵 墓 造 営 な ど 緊 急 の 瓦 当

生 産 に お い て 発 揮 さ れ た 。

　 以 上 の よ う に 、 本 論 文 の 主 題 と し た 「 春 秋 戦 国 時 代 の 青 銅 器 生 産 」 に

つ い て の 研 究 は 、 殷 周 時 代 の 青 銅 器 生 産 の 終 息 過 程 を 明 ら か に す る と と

も に 、 秦 漢 時 代 の 様 々 な 手 工 業 の 発 達 を 考 察 す る た め の 起 点 と も な る 。

殷 周 青 銅 器 研 究 と 秦 漢 の 鏡 ・ 貨 幣 研 究 と の 橋 渡 し を す る と い う 本 論 文 の

目 的 は 一 応 果 た さ れ た 。 今 後 は 、 時 期 ご と ・ 国 ご と の 青 銅 器 研 究 を 充 実

さ せ る と と も に 、 瓦 や 鉄 器 ・ 漆 器 な ど の 手 工 業 に つ い て の 見 識 を 深 め 、

総 合 的 な 研 究 を 形 成 す る こ と が 課 題 と な る 。 　 　 　 　（ 本 文 ５ ７ ６ ３ 字 ）


